
水車'発電機など主構成設備の運転制御や保護のための配電盤、主回路用断路器、開閉器ナ
どの回路を開閉するための開閉装置がある。これらの配電盤.開閉装置の構成機器は、下記の
項目で構成されている。

①主配電盤

監視制御盤'遠方監視装置・直流電源装置・転送しゃ断装置
②高低圧閉鎖配電盤

送電しゃ断器盤'発電機しゃ断器盤・所内盤・コソデソサ盤.配線用し断器盤
③主変圧器

④屋外機器

⑤送電第1柱

第8章配電盤及び開閉装置

8

8.1.1 盤の構成及び寸法

発電所機器の監視制御を行う主配電盤としては、

流電源装置等が補足するものとして設備される。

主配電盤

1)監視制御盤

次の4面構成とする。

①発電機盤

②保護継電器盤

③ AVR盤

④自動制御盤(シーケソスコソトローラを使用した一体形制御盤とする)
①主な盤面取付及び収納器具

機器操作は全て自動とし手動運転の為の計器、開閉器類(電圧調整、同期検定、周波数
計、回転計)は設置しない。従来形の盤面器具を表8.1- 1の記事欄に記載したが大幅
に減少している。また、電圧計の切替開閉器は削除した。

表8.1- 2に故障表示項目、表8.1- 3に操作開閉器類を示す。

監視制御盤があり、更に遠方監視装置、直
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N0 故障表示項目

送電線地絡

2 主回路地絡

表8

3 不足電圧

4 送電線過電流

器具番号

5 発電機過電流

2

6 方向短絡

故障表示項目(30F)

発電機盤

故障表示

7

151G

64,164

周波数低下

8 転送しゃ断

9

127

直流電源盤

故障表示

0

発電機過電圧

10

151

0

所内電源異常

Ⅱ

51

0

過速度

12

167S

0

軸受温度上昇

管理所

故障表示

13

95L

0

電動サーボ故障

N

85P

0

水位低下

15

59

0

16

自動制御故障

27H

0

直流制御電圧低下

17

記

12

0

直流回路地絡

18

38

0

火

19

86DM

0

事

33HL

0

86C

0

災

80

0

N0

開

64D

同期発電機の場合

0

28F

水車発電機起動・停止

2

0 (一括表示)

92PS

制御項

3

ガイドベーソ開閉(負荷制御)

0

自動一手動

0

0

4

表8

0

制御電源入一切

5

目

ベル,ブザー停止

6 送電用しゃ断器入切

3

必要な場合

操作開閉器具

略 号

フーフフ

43-フ7XNほ大二
は43-10P

制御場所

発電機盤

8

3 R-28

υ

152

"

記

11

釡剪器馨またはプロコソ運

"

事

11 ケース 2,ケース 4の場合
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Ξ十

故障表示器

動作表示器

操作スイ

器

調整スイ

電圧(V)

切替スイ

表8

(30F)

ツ チ

主幹スイ

(30S)

ツ

1 - 4

送電しゃ断器/切一入

チ

制御電源スイヅチ

電力(W)

制御電源スイッチ

負荷調整/減一増

ツ チ

盤面取付器具

ツ

プロコン/除外一使用

水位調整器/除外一使用

チ

②外形寸法

図8.1-1に監視制御盤の外形寸法の1例を示す。この場合発電機盤、保護継電器盤

AVR盤、自動制御盤の4面の盤は前後面盤としたが従来型に比し大幅な縮小化が可能と

なった。

また2射ペルトソ水車、分割ガイドベーソ採用のクロスフロー水車の場合若干外形寸法

に変動のある場合がある。

主制御/停止一運転

制御電源/切一入

ベル・ブザー停止

(3 -152)ハソドルピストル形

(フーフフ)

(43-10P)

(43-フ7粉

( 1 )

"

( 8 )

(3R-28)

卵形

"

菊形

リ

リ

リ

卵形

"

菊形

菊形

0

[:亘亙コ

図翻

ロロロ

ロロロ

.^ー

0 巨Ξ

800

図8

800

く>
(>

監視制御盤外形図

(ご
(》

-262-

吊
g



2)遠方監視装置(自動通報装置)

設備事故の早期発見を考慮して管理所に故障状況が確認可能な自動通報装置を設ける。
3)直流電源装置

蓄電池内蔵のキュービクルタイプとし計器、保護継電器、配線用しゃ断器等は盤表面に取
付ける。

①外形寸法

キュービクルタイプ(MSE形鉛蓄電池内蔵)の外形寸法の 1例を図8.1- 2に示す。

600

[ΞΞΣニニ^ NP2

900

^^^

ロロロ
〔ニニニニニニ^PL

1Σ1^NP12

Cニニニコ

ーー「

600

1"ー

闘
[コNPI

1 "・・・・・・・1.
L、L

4)転送しゃ断装置

連系する電力会社側に設けた親局から、 NTT専用回線を使って信号を送り、発寺所の送
電しゃ断器を開放する。

2 直流電源装置外形図

"「
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①標準仕様

a.伝送方式

a)情報伝送方式

b)伝送速度

C)符号形式

b.システム形態

C.適用回線

②構造

壁掛け形

③外形寸法(血)

サイクリック時分割伝送方式

60obit/S (某電力の 1例)

電力会社との協議のよる。

NRZ等長符号

1:1方式

NTT専用回線

8.1.2 構成機器

1)監視制御盤

①発電機盤

主機の運転監視に必要な最少限の計器、操作スィッチ類を盤面に取付ける。主なる盤面

取付器具を表8.1- 4に示す。

② AVR盤

AVR、界磁しゃ断器等を収納する。

③自動制御盤

シーケソスコソトローラ等自動制御ユニットを収納する。

④保護継電器盤

表8.1-2に示す保護継電器を取り付ける。

(某電力の 1例)

高さ30OX幅420X奥行き260

2)遠方監視装置

第9章に記載

3)直流電源装置

①蓄電池の概要

蓄電池には、鉛蓄電池とアルカリ蓄電池とがある。

鉛蓄電池の充放電現象の特長は、電解液の硫酸分が直接反応に関与することである。し

たがって充放電により電解液の比重が変化する。

鉛蓄電池の分類は、使用する陽極板の種類により表8.1-5に示す。
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アルカリ蓄電池は、使用される極板の種類により、ポケット式と焼結式に大別される。また、

放電特性の差により、蓄電池工業会規格(SBA)で表8.1- 6のように分類されてぃる。

形式に用いる記号、及び数字の意味を表8.1-7に示す。

アルカリ蓄電池は鉛蓄電池にくらベ機械的強度が強く、薄い極板を作ることができる。した

がって、高効率放電特性の優れた蓄電池を作ることができる。

蓄電池種類

クラッド式

ペースト式

表8

SBA規格

5

CS

MSE ・ HS ・ PS ・ EP

鉛蓄電池の種類

, EF

陽極板

クラッド式

ペースト式

電池形式

極板形式

SBA形式

陰極板

表8

ペースト式

ペースト式

6

表8

アルカリ蓄電池の種類

AM-P

0

ノ'、

畜電池

記号及び

数字

ケ

7 形式に用いる記号及び数字の意味

ツ

AMH-P

性能

卜

A

式

M

MH

容

アルカリ畜電池

AH-P

二五之

,冒、

H

標準放電(Medium Rate)性能

極板

HH

焼結式

標準放電と高効率放電の中間

数字

高効率放電(High Rate)

A亘H-S

P

超高効率放電(very Hi帥 Rate)

味

S

定格容量

ポケット式極板

焼結式極板
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②各種蓄電池の性能・用途

各種蓄電池の性能比較を表8.1-8に示す。表に示すように鉛蓄電池のMSE形は安

価で性能的にも優れた特性を有するので採用している。特に表8.1-8に示すように補

水不要、均等充電不要、比重計計測不要等メソテナソスが容易であり且つ、自己放電が少

ない利点を有する装置である。

③充電器

充電器は自動定電圧の機能と垂下(電流佑部助の機能を有している。とのほか、自動充

電などの機能を備えている、のが多い。

充電器はサイリスタ式自動定電圧装置付とし蓄電池内蔵キュービクルタイプとする。

a.機能

a)自動定電圧特性

整流器の交流入力電圧、周波数、または負荷電流が変動すると、直流出力電圧も変

動するが、この装置では自動的に調整を行い定電圧を保つよう動作する。

b)垂下特性

蓄電池が放電したとき、あるいは過負荷のときは、過電流が流れ整流装置を破損す

る%それがある。したがって、出力電流が定格を超過すると、垂下装置が動作して出

力電圧を下げ、出力電流を制限する。

b.定格

充電器の定格を表8.1- 9に示す。

④直流電源装置の容量

直流電源装置の容量は所内電源事故復旧時間、直流機器の内容にもよるが、下記容量と

し、計算例を第12章資料に示す。

蓄電池容;量 10OAH

充電器容量 30A
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比較項

形 式

目

陽

陰

名
ゴーノレデンクラッド式

(C S-E形)

解液比重

厶

極

解

極

称

液

構

鉛蓄

陽

圧

表8

極

1.215

池

鉛合金の心金に、ガラス繊維

を加工した微多孔チューブを

挿入し、その内ヘ陽極作用物

質を充てん

板

1 - 8

二酸化鉛

陰

(20゜C)

ペースト式

(MSE形)

蓄電池比較表

極

鉛

硫酸

板

セノぐレータ

放

鉛ーアソチモソ合金の格子体

に陰極作用物質を充てん

池

槽

自

2V

構

期

己

特

1.2釦(20で)

造

鉛ーカルシウム合金の格子体

に陽極作用物質を充てん

待

放

性

陽陰極板を各々適当枚数組合せ、かつ両極板間にセパレータを介して極板群として電解液と共に電極に収納

硬質微孔ゴム

寿

ポケット式

(AMH-E)

7 ノレ

鉛ーカルシウム合金の格子体

に陰極作用物質を充てん

苛性カリ、又はカセイ、 (作用物質として使用しない)力リ

合成樹脂

15%~ 1ケ月

力

通

リ

10~14年

蓄

突孔したニッケルメッキ鋼板

製のボケットに陽極作用物質

を充てん

水酸化二 ツケノレ

微細ガラスマット

゛

カドミウム

焼結式

(AHH-E)

高率放電に優れている

1.2

上記ポケットに陰極用作用物

質を充てん

(20で)

3%/1ケ月

1.2 V

フ~9年

多孔性ニッケルメッキ基板に

陽極作用物質を充てんし焼結

処理

高率放電に優れている

合成樹脂又は鋼製

上記基板に陰極用作用物質を

充てん

20%~ 1ケ月

合成樹脂

12~15年

特に高率放電に優れている

20%/'1 ケ月

12~15年

電電

作
用
物
質 電

電

電

普

電

1
N
零
1

造

命

電

電



項 目

^

回

形式

動

整

均

表8

復

充

等

流

充

全自動充電式、自動電圧調整式

9

充

池

特

方

自動定電圧

充電器定格

自

浮動充電設定値

(V/セル)

の

サ

自動充電圧

種類

式

イ

鼎径庄邑1一充(V/セル)

性

動

単相全波又は三相全波

リ

表8

電圧調整範囲

ス

垂

夕

1 - 8

同

周

下

定

式

:

上

特

同

囲

冷

圧特性

設定値土3%以上

性

上

垂下直流電流の120%以下の直流電流で直流電圧が

公称電圧迄垂下すること。

温

却

度

定電圧精度は士2%とする。

方

度

0 ~40で

式

80%以下

自冷又は強制風冷
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8 2

8.2.1 盤の構成及び寸法

各盤の構成は主回路の構成により異なるが、その 1例を表8.2 - 1、 8.2 - 2に、寸法

を図8.2 - 1に示す。ただし収納器具は 1例であり、変更する場合がある。

盤面数を少なくするためMOFは送電第1柱取付としてMOF盤は省略した。 MOF盤内収

納品は全て屋外送電第1柱にMOFと同様に取り付ける。

主変圧器は省略することとしたが、発電機容量30okvA以下については、発電機電圧を440V

とし、主変圧器を設置することとした。

主回路構成としては主変圧器を省略した誘導発電機がもっとも簡略化されているが、電力会

社との協議により1部変更を要求される場合も考えられるので、十分事前検討する必要がある。

高低圧閉鎖配電盤
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避

計器用変圧器

( 2 個)

表8

真

2 - 1

器

ケース4)

設置

変

や断器

台)

盤面取付及び収納器具(薄形)

流

( 2 個)

接地形

変圧器

ケース(互)

計器用変圧器

( 2 個)

器

計器用

( 1 台)

設置

ノ、

ケース(豆)

'1

( 2 個)

"

真

計器用変

圧暑呈(2 台)

置

"

サージアブソーノ弌

用コソデンサ

器

や断器

台)

ケース(@)

"

M

置

設置

設置

C

所内変圧器

置

C

リ

励磁用変圧器

"

計器用変

圧器2台)

置

B

事

局圧断路器

(電カヒューズ付)

"

り

置

リ

設

避

設置

置

(中性"点用)

置

設

設置

"

置

設置

"

設置

力

器

設置

^

置

改

リ
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置

置

配線用しゃ断器

設置

注D

"

置

ケース①②③④単線接続図7. 1-4を参照1 - 1 ~フ.
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ケース①

全幅 3,000

1,000

壁面_

ケース

全幅

ノノノノーノノノノノ

②

②

3,000

3,000
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1,200

1,000

壁面

ケース

全幅

⑧

①

③
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800
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1,200
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壁面

⑤

ケース

全幅

②

④

3,000

②

(注)①~⑤の番号は
図 7.1 - 1 ~フ.1 - 4

に示す盤内構成及び盤
名称を示す。
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②
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⑤
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表8

N0

8.2.2 高低圧閉鎖配電盤の標準仕様

1)高低圧閉鎖配電盤の規格

建屋面積の縮小化を図るため前面保守、前面操作方式の奥行寸法700~900血、高さ2350皿

に統一された壁密着式の薄型配電盤(FF式)を採用する。本方式では配電盤を建屋の壁面

に密着するため従来方式の様に配電盤裏面と建屋壁面の間隔(600~Ⅱ00皿)が不要となり、

建屋面積が縮小可能となる。

①薄形閉鎖配電盤の規格

薄形閉鎖配電盤の規格を下記に示す。

高圧閉鎖配電盤 J EM1425 (199の C形準用

低圧閉鎖配電盤 J EM1265準用

2

2

送電用しゃ断器開閉

使用目的

2

発電機用しゃ断器開閉

主要盤面取付器具(操作開閉器)

送電しゃ断器盤

取付個所

発電機しゃ断器盤

8.2.3 高低圧閉鎖配電盤の構成機器

D 送電しゃ断器盤

主回路機器は送電用真空しゃ断器、計器用変圧器(PT、 CT)、避雷器等である。

低圧発電機採用の場合にのみ昇圧用変圧器を設置する。したがって7.1-4主回路構成

に示すケース②、ケース④の場合に送電用しゃ断器盤を設置する。

①送電しゃ断器盤の標準仕様

a.規格 J EM-1425 a99の CW

b.形式 金属閉鎖形スイッチギャ(屋内用)

C.種類 キュービクル形スィッチギャ(J EM1425-C)

盤間仕切板は設置しない場合、ある。

機器構造 引出し形(しゃ断器のみ)(J EM1425-CW)d

計器用変成器、避雷器は固定形とする。

記

R, Gラソプ付

R, Gラソプ付

事

6.9

6.9

50/'60

400 、 600

8、 12.5

6号A
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e 定

a)

b)

C)

d)

e)

f)

格

定格電圧(kv)

公称電圧(kv)

定格周波数(HZ)

主母線定格電流(A)

定格遮断電流(kA)

絶縁階級



②構造概要

a.収納器具

主なる収納器具を以下に示す。

a)しゃ断器

準拠規格

形

定

式

J E C -2300、 J I S - C -4603

表8

水平引出(自動連結形)

しゃ断電流

しゃ断時間

2

操作方式

表8

3

操作電圧

定格及び仕様

付属品

2 4 より選定する。

電動ぼね操作

D CI0OV

表8

定格電圧

銘板、 開閉表示器、補助スィッチ、手動引外装置、動作回数計

2

kV

4 定格しゃ断電流・定格しゃ断時問・定格短時問耐電流

定格電流・定格投入電流 U IS-C-4釦3)

定格しゃ断

電 流

フ.2

注D しゃ断容量は、そのしゃ断器が適用できる系統の三相短絡容量の限度を示し、次の式によって求め、参考値
とする。

しゃ断容量(MVA)=ψチ、'X定格電圧(kv) X定格しゃ断電流(kA)
しゃ断容量の計算方法は第12章資料に示す。

kA

定格しゃ

断時間

サイクノレ

8.0

12.5

定格電流

3.5

b)計器用変圧器

乾式モールド形を適用する。取付方法は固定形とする。

a 相数と接続方法

相数と接続方法による分類を表8.2 - 5に示す。

3.5

A

400,600

定格短時間

電耐 流

400,600

kA

定格投入

電 流

8.0

12.5

kA

しゃ断容量注D

20

31.5

MVA

100

160
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単相
非接地形

Ξ相

接地形

表8

非接地形

一次端子の両端を電線路間に接続して使用

2 - 5

接地形

一次端子の一端を電線路に接続し他の一端を接地して使用

V-V接続で一次端子を電線路間に接続して使用

相数と接続方法による分類

人一人接続でΞ相端子を電線路に接続し、中性点を接地して

使用。地絡保護用には人一人一仁接続のものを使用。

b 計器用変圧器の定格を表8.2- 6 示す。

尚、準拠規格JEC-1201は保護継電器用、

項 目

表8

定格一次電圧(kv)

2 6

定格二次電圧(V)

計器用変圧器の定格

定格Ξ次電圧(V)

J IS C173Nま一般計器用である。

絶縁階級(号)

準拠規格

接地形

非接地形

負担(VA)

単相

接地形

JEC-1201, JISC-1731

一相

非接地形

非接地形

単相

6.6/央}ー

接地形、Ξ次付

確度階級

Ξ相

6.6

接地形

6.6

定格周波数(HZ)

110/ψ,ー

単相

Ⅱ0

非接地形

Ⅱ0

定格一次

一相

接地形

HO/3(190/3)

定格二次

6A

定格一次

50,100

三次無し

定格二次

200

三次付

200

3 × 200

3 × 200

1.0又は3.0

1P

I P/3 G

50又は60
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C)計器用変流器の定格を表8

表8

項 目

最高電圧(kv)

公称電圧(kv)

絶縁階級(号)

定格一次電流(A)

定格二次電流(A)

定格二次負担(VA)

確度階級(級)

過電流強度

定格過電流定数

定格周波数(HZ)

2-7に示す。

2-7 定格及び仕様

準拠規格

d)避雷器

発変電所ヘの雷の直撃、又は送配電線の雷撃による異常電圧が発変寺所ヘ波及した
場合に、この異常電圧に耐えるよ うに機器を設計することは困難であるため、異常電
圧の波高値を低めて機器を保護するため発変電所には避雷器を設ける0

素子は酸化亜鉛(Z,0)を主成分とする高非直線抵抗素子である。
避雷器の構造、適用標準値を図8.2 - 2、表8.2 - 8に示す。

J I S C -1731
J E C- 1201

6.9

6.6

6A

10~100

5

10~100

1.0,1PS

40,75,150

n >10

50又は釦

表8 2 - 8

接

発変電所用避雷器の適用標準値(JEC-217)

畄インパルス試験電圧(kv)

地

開閉イソパルス試験電圧(kv)

系

交流試験電圧(kv)

定格電圧(kv)

統

連続使用電圧(kv)

公称放電電流(kA)
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保(
護上
,限

能)

動作開始電圧(下限値)(kv)

60

雷インパルス制限電圧(kv)

45

開閉インパルス制限電圧(kv)

22

16

8.4

6.9

V吾、

5

10

14.3

33

33

絶
縁
強
度

適
用
避
雷
器
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1 1

線路側端子

ノぐツキン

コイルぱね

b 盤面取付器具

主なる盤面取付器具

吸着剤

スペーサ

図8

酸化亜鉛素子

2 2

磁器がい管

N0

表8

酸化亜鉛形避雷器構造図

表8

2)発電機用しゃ断器盤

収納する主回路機器は発電機用しゃ断器、計器用変成器(PT、 CT、 GPT)、 SA用コ

ソデンサ等である。表8.2- 1に示す盤内収納器具は1例であり変更する場合がある。ま

た、盤形式は送電用しゃ断器盤と同様薄形配電盤とする。

ケース②、ケース④の場合には所内変圧器、励磁用変圧器、力率改善用コンデソサを収納して

いる。

①発電機しゃ断器盤の標準仕様

a.主変圧器なし(ケース①及ぴケース③の場合)

8.2.3の 1)の①の送電しゃ断器盤に同じ。

b.主変圧器あり(ケース②及びケース④の場合)

a)規格 J EM-1265

b)形式低圧閉鎖配電盤

C)機器構造しゃ断器以外は固定とする

d)定格表8.2-10による。

但し、同一階に発電機制御盤を設けて送電用しゃ断器の操作が可能な場合は省略する。

接地側端子

2 - 9

送電用しゃ断器開閉

2-9に示す。

使用目的

主なる盤面取付器具(操作開閉器)

取付場所

送電しゃ断器盤

記

R, Gラソプ付

事



定格電圧(V)

定格電流(A)

定格周波数(HZ)

母線定格電流(A)

定格短時間電流(kv)

定格操作電圧(V)

制御電圧(V)

項 目

表8

②構造概要

a.収納器具

主なる収納器具を以下に示す。

a)しゃ断器

仏)高圧回路(ケース①、ケース③の場合)

発電機用しゃ断器の形式は真空しゃ断器とし、仕様概要を8.2

のa.のa)真空しゃ断器に示す。

⑤低圧回路(ケース②、ケース④の場合)

発電機用しゃ断器の形式は配線用しゃ断器とし、仕様概要を8.2.3の5)の
②のa)配線用しゃ断器に示す。

b)計器用変成器(CT、 PT、 GP T)

仕様概要を 8.2.3の 1)の②のa.のb)計器用変成器に示す。
C)サージアブソーバ(SA)

サージ吸収用コンデンサは、真空しゃ断器の開閉サージ吸収用と併用するので、発

電機側に接続することとする。但し、真空しゃ断器で低サージ用採用の場<は開閉
サージ吸収用コンデンサを必要としないもの、ある。

甸定格

ア.コソデンサ

標準定格2 -10

4釦

800,1,200

50ま大こは60

800,1,600

15

D CI00

D CI00

仕 様 備 考

0.5秒

イ 避雷器

定格電圧

放電電流

3)所内盤

所内変圧器、励磁用変圧器、高圧断路器(電カヒューズ付)、避雷器(中性点用)等を収納

する金属閉金肖形スィッチギャである。ケース②、ケース④の場Aは発畠機し断器盤に収納
し所内盤は設けない。

3の D の②

-27フー

6.6kv

0.5μ F

8.4kv

10,00OA

圧
量

電
容



①標準仕様

a.規格 JEM-1425(199の CX

b.形式金属閉鎖形スイ,チギャ(屋内用)

C.種類キュービクル形スイッチギャ(JEM1425-C)

d.機器構造盤間の仕切り板は設置しない場合がある。また機器取付は固定とする。

e.定格 8.2.3のD の①送電しゃ断器盤の標準仕様に同じ。

②構造概要

a.収納器具

主なる収納器具を以下に示す。

a)所内変圧器

仕様を8.3 変圧器に示す。

b)励磁用変圧器(E X. T r)

本標準方式では小水力発電の特性から励磁用電源は所内電源より受電することとし

ている。この利点は励磁変圧器に低圧変圧器の採用が可能なこと、又初期励磁装置

(直流電源)が省略出来ることである。

乾式自冷式屋内形①形

② 電 一次 210V

二次ⅡOV

格③定 連続定格

C)高圧断路器(電カヒユーズ付)

断路器の定格仕様を次に示す。

①形 屋内形

②構 単極単投

③操作方式 フック棒操作

フ.2/3.6kv④定格電圧

⑤定格電流 20OA

⑥短時間電流 14kA

⑦絶縁階級 6号A

連続定格⑧定

4)コソデソサ盤

この盤は力率改善用コソデソサ及び高圧交流負荷開閉器(電カヒューズ付き)を収納する

盤で、誘導発電機の場合にのみ設置される。(ケース③の場合)

又ケース④の場合コンデンサは発電機しゃ断器盤に収納し、コソデソサ盤は設けない。

①標準仕様

8.2.3 の 3)所内盤に同じ。

格

-278-
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②構造概要

a.収納器具

主なる収納器具を以下に示す。

幻力率改善用コンデソサ

力率改善用コソデソサ容量の計算方法を第12章資料に示す。
b)高圧交流負荷開閉器

高圧交流負荷開閉器とは高圧交流電路に使用し、通常状態において所定の寺流を開
閉及び通電し、その電路の短絡状態に船ける異常電流をも投入し、規定の時間通.出
来るものを言う。短絡電流開放は出来ない。

本負荷開閉器は力率改善コンデンサ用として使用する。

又、力率改善コンデソサの短絡事故時の保護用として電カヒューズを設置した。
高圧交流負荷開閉器の定格仕様を次に示す。

①形式 屋内形

②操作方式 電動操作

③定格電圧 フ.2kv/"'3.6kv

④定格電流 10OA

⑤定格短時間電流 4-1(kA一秒)

⑥絶縁階級 6号A

⑦定格開閉容量 負荷電流 20OA

励磁電流 20A

コンデソサ電流 75A

⑧定 格 連続

5)配線用しゃ断器盤

発電所内の所内低圧回路に使用する配電用しゃ断器(MCCB)を収納する盤である。
①標準仕様

8.2 3の2)の①のb発電機しゃ断器盤(主変圧器あり)に同じ。
②構造概要

(幻収納器具

a)配線用しゃ断器(MCCB)

化)適用規格 J IS C 8370による。
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変圧器

3.1 標準仕様

形式

変圧器は次の形式を適用する。

送電用(屋外設置)①油入

②乾式モールド所内用(屋内設置)

2)標準容量

①送電用変圧器

出力50okW未満の小水力発電所に適用されるものであるが、力率を考慮し30okvA以下と

した。 30okvA以上は高圧6.6kVとする。

50,75,100,150,200,300 (kvA)

②所内用変圧器

20,30 (kvA)

ただし、 30kvAはS形チューブラ水車の場合とする。

3)変圧器の容量と電圧

発電機で発生する電圧は一定でも、系統又は負荷の内容によって電圧は変化する。このた

め変圧器の二次側にタップが設けられて船り、このタップ電圧により系統の電圧に合わせる

ようになっている。表8.3 - 1及び表8.3 - 2に変圧器容量と電圧の関係を示す。

①送電用変圧器

一次側電圧はJEC-204により電圧変動率を考慮し発電機端子電圧より0~5%低い

値を選定する。

形式 種別

油

表8

容量(kvA)

入

3

50,75,100,

150,200,

300

②所内用変圧器

標準的には20kvA程度でよい。但し、 S形チューブラ水車の場合は30kvAとなる。所内用

変圧器の容量計算方法を第12章資料に示す。

相

変圧器の容量と電圧(送電用)

一次側

定格電圧(kv)

420V

または

210V

F6.75-R6.6-F6.45

-F6.3-6.15

二次側
適用規格

狙C-204

JISC-4304

事記

三

.
)

8
 
1



形式 種別

表8

容量(kvA)

3 2

相

20,30

変圧器の容量と電圧(所内用)

4)定格と仕様

①油入変圧器

定格電圧(kv)

20,30

一次側

420V級

または

210V

R6.6-F6.3-6.0

二次側

準拠規格

210V

形

冷却方式

適用規格

-105V

表8

定

210V

-105V

施C-204

式

3

J E C-204

格

3

油入開放形、窒素密封形、油入空気密封形

朋M-1424

油入変圧器の定格と仕様

自冷式

JEC-204

ルM-1424

絶縁階級

,

インピーダソス

(参考値)

J I S C -4304

3 号A (3.3kV用)、 6 号A (6.6kV用)

3-1による。

一般用 30okvA以下 1.フ~6.3%
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②乾式モールド変圧器

準拠規格

形

表8

冷却方式

定

3

式

J E C -204

格

4

-282-

モーノレド形

モールド変圧器の定格と仕様

自冷式

数

絶縁階級

, J EM-1424

単相,三相

圧

付属

3号A (3.3kV用)相当、 6号A (6.6kV用)相当

口

口口

標準付属品

イソピーダソス

(参考値)

2による。

8

特別付属品

3

銘板、 1次、 2次端子、接地端子、

タップ切替端子、危険表示マーク、

ダイヤル温度計(30okvA以上)

ダイヤル温度計(30okvA未満のとき)

混触防止板、防振ゴム、車輪

2 油入変圧器概略寸法及ぴ概略重量

容量30okvA以下 1.フ~ 8 %

/一十
U

◎

V W

U ν W

X

ン

図8 3

N

油入変圧器外形図

3表}
量

電

相
容



表8 3

(kvA)

5 油入変圧器の概略寸法及び概略重量表

(三相 40OV- 6kV級送電用)

周波数

(HZ)

50
50

75

概略寸法

60

X

50

100

60

5妬

50

150

Y

60

895

(皿)

550

8

50

200

4

60

895

Z

800

8.4.1 屋外機器の構成

屋外機器は主として以下の機器で構成される。

1)主変圧器

2)計器用変圧・変流器(MOF)

3)避雷器

4)高圧気中負荷開閉器(PAS)

5)零相電圧検出コソデソサ(ZPD)

屋外機器

50

300

重

(k今)

フ70

60

985

800

50

990

Ⅱ35

310

60

805

280

1045

1310

590

810

530

H70

620

8.4.2 構成機器の概要

D 主変圧器

仕様を8.3変圧器の項に示す。

2)計器用変圧・変流器(MOF)

変流器(CT)と計器用変圧器(PT)をーつにまとめ、外箱などに入れ結線してある計

器用変成器で電力需給用として使用する。 PCTとも称する。

特性を変えるととのできないように検定封印を施すことができる装置を設ける。 MOFの

設置場所は屋外送電第1柱取付とする。

840

580

1170

790

750

1240

970

910

1190

1070

-283-

容量 量



①定格及び仕様

定格a.

b.仕様

-284-

6.6kV以下

表 8.4 - 1に示す。

過電流

三相三線式

強度

Ξ相Ξ線式

計器用変圧器

表8

電圧比
(V)

卯

②

4

6600/110

構造概要

図 8.4 - 1に 6kV級MOFの外観図を、図 8

定格負担
(VA)

150

MOF定格仕様

6600/HO

15×2

計器用変流器

変流比
(A)

20/5,50/5
100/5

15 × 2

定格負担
(VA)

20/5,50/5

階級

(級)

15×2

絶縁階級

0.5M

または
1.OM

15× 2

0.5M

または
1. OM

周波数

(HZ)

6号A

図8

ノ

In 1△ IM

胤血募

4-2に外形図を示す。

50

または
60

6号A

4

ノ一

・-1-・

50

または
60

6kV級MOFの外観図

電中源
UK VK WK

0

亀

電 1 源
UK VK WK

封印穴

; 1

図8

^^^^

{__

日命
＼、

4 - 2 MOF外形図

0
0

i
゛
i
 
1



3)避雷器

仕様を8

4)高圧気中負荷開閉器(PAS)

高圧交流電路に使用し、電路の開閉が大気中で行なわれる開閉器で通常状態では所定の負

荷電流を開閉及び通電し、その電路の短絡状態における異常電流をも投入し、規定の時間通

電できる装置(柱上気中開閉器)である。通常PAS (polea廿・break switch)と称す。

送電第1柱に取り付け、発電所の送り出し側の電力会社との区分開閉器として使用する。

図 8.4 - 3 に外観図、図 8.4 - 4にPAS外観図を示す。

①形式

屋外用引き外し形高圧交流負荷開閉器(JISC-4607)

②定格及び仕様

定格事項を表8.4 - 2に示す。

2 3 の 1)の②の a のd)に示す。

定格電圧

(kv)

定格電流

(A)

フ.2

表8

定格短時間電流

(実効値)(kvA)

100

注D 定格短絡投入電流の投入回数が1回可能なものA級、

す。

4 2

200

③

2.0

定格及び仕様

定格負荷開閉容量

定格負荷開閉容量を表8.4-3に示す。

表8.4-3 定格負荷開閉容量

(単位:アンペア)

4.0

定格短絡投入電流

(波高値)(kA)

4.0

8.0

5.0

10.0

定格短絡投入電流の

投入回数

10.0

20.0

④

定格

定格地絡しゃ断電流

地絡しゃ断電流

A級

B級

C級

定格負荷電流開閉容量

定格励磁電流開閉容量

(注D
1回

2回

3回

定格充電電流開閉容量

2回をB級、 3回をC級と称

流

30A

100

100

5

10

200

200

10

10

-285-
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⑤構造概要

^ ゛、、、、
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りや入叉.

ブッシング

ハンガーボルト
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図8 4
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@
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5)零相電圧検出コソデンサ(ZPD)

零相電圧を検出するためのコンデンサ形計器用変成器である。高圧電路の地絡保護用継寺
器と組み合せて使用される高圧気中負荷開閉器附属の継電器と組み<せて使用される場<も
ある。

零相電圧検出コンデソサの外形図、内部接続の 1例を図8.4-5に示すが六且によって
は零相電圧検出部を内蔵した高圧気中負荷開閉器が使用される場△もある。

U V

クランフ

ターミナノレ

W

=口

端子台

8 5

送電第1柱は発電所構内の発電機室に近接した道路側に設置され電力△社との保{上のキ

任分界点となる。発電機室よりケーブルで立ち上がり、図7.1- 1~フ.1- 4 に八す単線
接続図のようにMOFに接続される。この送電第1柱は架空配電線の支持物であり、鉄筋コン

ト製とする。クリ

送電第1柱

図8

U V

4 - 5

W

-287ー

圧E国

8.5.1形式

遠心、カプレストレスコソクリ

設計過重に耐えられる。

J IS A-5309を表Ⅱ

零相電圧検出コンデンサ外形図

8.5.2 取付機器

ト柱にはPAS、 MOF、取引用計器、避雷器等を取付ける。特殊の場合には責コンクリ

任分界点用断路器を電力会社から要求される。

C2
L

Tr

ト柱で長さは7 m~17mまであり、未口径により10okEfまで

3-3に詳細に示す。

E

8.5.3 高圧引出線

高圧ケーブル及び高圧絶縁電線を使用する。電力会社隣接電柱まで架九の場<、表Ⅱ
2 架空電線の高さを参照する。

3

R

Y

ケースアース

Y?

.
L

W
0

,
ゴL

V
0U

0
一
ノ

「
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8 6

本方式の場合の制御及び保護方式は第7章に記載されているが、これに基づく配電盤及び開

閉装置を下記に示す。

単独運転方式の場合(10OW未満の場合)

8.6.1 配電盤及び開閉装置

D 盤構成及び取付器具

配電盤は発電機盤1面とし、取付器具を表8

項 目

表8

30S

測

(同期発電機)ケース 1

6

電力計・電力量計・電圧計・

30F

周波数計・回転計

スイッチ類

6

壁面取付、収納器具

発

1に示す。

なし

励

保護継電器夕ーゲットを

確認する。

運転・停止

故障復帰

保護継電器

磁 AVR

負荷調整

ケース 2 (誘導発電機)

地絡過電流

流過

過 圧

同左

負荷調整装置(65)

(51G)

(5D

(59)

同左

同左

同左

コソデソサ

同左

同左

-288-
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2)外形寸法

外形寸法は、同期発電機・誘導発電機とも同一とし、図8

を示す。

仁三匝亘Σヨ

6-1に発電機盤の外形寸法

'ワ

一』一一』ι

注1)(

800

)内寸法は、屋外形発電機盤とした場合の寸法とする。

^

図8 6 - 1

600 (80の

発電機盤外形図
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8.6.2 警報装置(10OW未満の場合)

遠方監視は行わない、のとするが、ガイドベーソ固定及び入口弁省略のため事故時に夕

ロード故障が重複すると、水車・発電機は連続した無拘束速度となり早急な対応を要するため、

管理所に事故の通報をする警報装置を考慮する。

1)設備の概要

故障の通報だけとする。

2)警報の方式

次の何れかによる。

①ケーブル直送方式

② NTT線による自動通報装置

3)設備の構成

①発電所側

a.ケーブノレ直送方式

b.自動通報装置

②管理所側

a.ケーブノレ直送方式

b.自動通報装置

-290-

6.3 直流電源装置

形式

蓄電池内蔵キュービクルタイプ

発電機盤内収納

壁掛形

3)設置の条件

①発電所が管理用に商用低圧電源を受電すること。

②商用を受電しない場合は通年発電を行なうか、長期停止のないこと。

尚、①②項に該当しない場合は、 PMGによる初期励磁を考慮する。

2)用途

同期発電機の初期励磁用とするほか、制御電源として使用する。

壁掛形

NTT一般電話

.
)

8
 
1


